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株式会社免疫生物研究所
Immuno-Biological Laboratories Co., Ltd.

証券コード　4570
見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。
森林に配慮して適切に管理された森林認証紙を使用し、環境に優しい植物油
インキで印刷しています。

〒375–0005　群馬県藤岡市中字東田1091番地1　
TEL: 0274–22–2889（代表） 　https://www.ibl-japan.co.jp

株式会社免疫生物研究所
Immuno-Biological Laboratories Co., Ltd.

証 券 コ ー ド 4570

単 元 株 式 数 100株

事 業 年 度 4月1日～翌年3月31日

定 時 株 主 総 会 毎年6月

基 準 日 定時株主総会　毎年３月31日

配 当 の 基 準 日 期末配当/３月31日　中間配当/９月30日

株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
東京都府中市日鋼町1−1　
電話0120−232−711(通話料無料)
郵送先　〒137−8081 
　　　　新東京郵便局私書箱第29号
　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社 
　　　　証券代行部

公 告 掲 載 方 法

電子公告により行います。ただし、や
むを得ない事由により、電子公告によ
ることができない場合は、日本経済新
聞に掲載する方法により行います。
公告掲載URL

（https://www.ibl-japan.co.jp）

株 主 メ モ

子会社
株式会社ネオシルク化粧品
　群馬県藤岡市（本社）

株式会社AI Bio
　群馬県藤岡市（本社）

主要な事業所
本 社 ・
研 究 所 群馬県藤岡市中字東田1091番地１

三笠研究所 北海道三笠市

前橋研究所 群馬県前橋市

秋田解析センター 秋田県秋田市

監査役
常勤監査役 岡住　貞宏
監 査 役 田山　毅
監 査 役 吉田　信昭

（注）1. 取締役福永健司及び小嶋一慶の両
氏は、社外取締役であります。

　　2. 監査役岡住貞宏、田山毅及び吉田
信昭の各氏は、社外監査役であり
ます。

会社概要 （2023年3月31日現在）

商 号 株式会社免疫生物研究所
Immuno-Biological Laboratories Co.,Ltd.

設 立 1982年９月９日

資 本 金 3,029,041千円

従 業 員 数 59名

役　員 （2023年6月29日現在）

取締役
代表取締役社長 清藤　勉
常務取締役 中川　正人
取 締 役 前田　雅弘
取 締 役 小野寺昭子

取 締 役 福永　健司
取 締 役 小嶋　一慶

会 社 の 概 況

株 主 の 皆 様 へ

ステークホルダーの皆様におかれましては、平素より格別のご
高配を賜り、厚くお礼申し上げます。

2023年3月期における我が国経済は、新型コロナウイルス感
染症拡大における第７波・第８波を経ながらもマスク制限の緩和、
感染症法上の位置付けを季節性インフルエンザと同じ「５類」に
引き下げる決定をし、人流は回復傾向にあり、景気は緩やかな持
ち直しの動きがみられました。しかしながら、世界情勢の不安定
化や金融引き締め等により、原材料・エネルギー価格の高騰、世界
的なサプライチェーンの混乱による部品・半導体不足に加え、各
国の高インフレ対策による景気減速の懸念もあり、依然として先
行き不透明な状況が続いております。

こうした状況のもと、当社グループの2023年3月期の連結業績
につきましては、eマーケティング(SNS等)を活用した海外戦略
の成果が出始めたことや国内外において、アルツハイマー関連抗

体のまとまった売上を計上したこと、さらに受託サービスや動物用体外診断用医薬品についても、順調に
推移し、売上高は、前年に比べ22.7％増加することができました。また、営業利益につきましては、利益率
の高い自社製品の売上高が大幅に増加したことや、コロナ禍における事業活動の最適化を図り、目標とし
ていた営業利益の黒字を達成することができました。一方、経常損益および親会社株主に帰属する当期純
損益につきましては、関係会社に関わる損失計上により、損失となりました。なお、当期における関係会社
等の損失計上により、来期以降の経常損益および親会社株主に帰属する当期純損益に与える関係会社の
影響は、軽微となります。

当社グループの2024年３月期の連結業績につきましては、アルツハイマー関連を中心とする診断・試薬
製品の安定供給を行うとともに、海外販売力の強化戦略を推進し、営業損益および経常損益並びに親会社
株主に帰属する当期純損益の黒字化を目指してまいります。また、人件費において、平均4.8％程度のベース
アップや賞与の増額を決定し、生活支援や人材確保・定着やモチベーション向上を図ってまいります。

当社グループは、今後も体外診断用医薬品（原料含む）開発を強化するとともに、当社独自の製品群を
全世界に知っていただき、企業価値の向上、利益の安定創出を目指してまいります。

ステークホルダーの皆様には、今後ともより一層のご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

ご あ い さ つ

1. 第41期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）
事業報告、連結計算書類の内容並びに会計監査人及
び監査役会の連結計算書類監査結果報告の件

 本件は、上記の内容を報告いたしました。

2. 第41期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）
計算書類報告の件

 本件は、上記の内容を報告いたしました。

 報 告 事 項  決 議 事 項

原案のとおり、清藤勉、中川正人、前田雅弘、小野寺昭子、福永健司、小嶋一慶の
各氏が選任され就任いたしました。

第２号議案 ▶ 取締役６名選任の件

原案のとおり、承認可決されました。

第１号議案 ▶  資本金及び資本準備金の額の減少並びに
剰余金処分の件

2023年6月29日開催の第41期定時株主総会において、下記のとおり報告並びに決議されましたので、ご通知申し上げます。

第41期 定時株主総会の決議ご通知

代表取締役社長
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株式会社免疫生物研究所
Immuno-Biological Laboratories Co., Ltd.

証券コード　4570
見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。
森林に配慮して適切に管理された森林認証紙を使用し、環境に優しい植物油
インキで印刷しています。

〒375–0005　群馬県藤岡市中字東田1091番地1　
TEL: 0274–22–2889（代表） 　https://www.ibl-japan.co.jp

株式会社免疫生物研究所
Immuno-Biological Laboratories Co., Ltd.

証 券 コ ー ド 4570

単 元 株 式 数 100株

事 業 年 度 4月1日～翌年3月31日

定 時 株 主 総 会 毎年6月

基 準 日 定時株主総会　毎年３月31日

配 当 の 基 準 日 期末配当/３月31日　中間配当/９月30日

株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
東京都府中市日鋼町1−1　
電話0120−232−711(通話料無料)
郵送先　〒137−8081 
　　　　新東京郵便局私書箱第29号
　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社 
　　　　証券代行部

公 告 掲 載 方 法

電子公告により行います。ただし、や
むを得ない事由により、電子公告によ
ることができない場合は、日本経済新
聞に掲載する方法により行います。
公告掲載URL

（https://www.ibl-japan.co.jp）

株 主 メ モ

子会社
株式会社ネオシルク化粧品
　群馬県藤岡市（本社）

株式会社AI Bio
　群馬県藤岡市（本社）

主要な事業所
本 社 ・
研 究 所 群馬県藤岡市中字東田1091番地１

三笠研究所 北海道三笠市

前橋研究所 群馬県前橋市

秋田解析センター 秋田県秋田市

監査役
常勤監査役 岡住　貞宏
監 査 役 田山　毅
監 査 役 吉田　信昭

（注）1. 取締役福永健司及び小嶋一慶の両
氏は、社外取締役であります。

　　2. 監査役岡住貞宏、田山毅及び吉田
信昭の各氏は、社外監査役であり
ます。

会社概要 （2023年3月31日現在）

商 号 株式会社免疫生物研究所
Immuno-Biological Laboratories Co.,Ltd.

設 立 1982年９月９日

資 本 金 3,029,041千円

従 業 員 数 59名

役　員 （2023年6月29日現在）

取締役
代表取締役社長 清藤　勉
常務取締役 中川　正人
取 締 役 前田　雅弘
取 締 役 小野寺昭子

取 締 役 福永　健司
取 締 役 小嶋　一慶

会 社 の 概 況

株 主 の 皆 様 へ

ステークホルダーの皆様におかれましては、平素より格別のご
高配を賜り、厚くお礼申し上げます。

2023年3月期における我が国経済は、新型コロナウイルス感
染症拡大における第７波・第８波を経ながらもマスク制限の緩和、
感染症法上の位置付けを季節性インフルエンザと同じ「５類」に
引き下げる決定をし、人流は回復傾向にあり、景気は緩やかな持
ち直しの動きがみられました。しかしながら、世界情勢の不安定
化や金融引き締め等により、原材料・エネルギー価格の高騰、世界
的なサプライチェーンの混乱による部品・半導体不足に加え、各
国の高インフレ対策による景気減速の懸念もあり、依然として先
行き不透明な状況が続いております。

こうした状況のもと、当社グループの2023年3月期の連結業績
につきましては、eマーケティング(SNS等)を活用した海外戦略
の成果が出始めたことや国内外において、アルツハイマー関連抗

体のまとまった売上を計上したこと、さらに受託サービスや動物用体外診断用医薬品についても、順調に
推移し、売上高は、前年に比べ22.7％増加することができました。また、営業利益につきましては、利益率
の高い自社製品の売上高が大幅に増加したことや、コロナ禍における事業活動の最適化を図り、目標とし
ていた営業利益の黒字を達成することができました。一方、経常損益および親会社株主に帰属する当期純
損益につきましては、関係会社に関わる損失計上により、損失となりました。なお、当期における関係会社
等の損失計上により、来期以降の経常損益および親会社株主に帰属する当期純損益に与える関係会社の
影響は、軽微となります。

当社グループの2024年３月期の連結業績につきましては、アルツハイマー関連を中心とする診断・試薬
製品の安定供給を行うとともに、海外販売力の強化戦略を推進し、営業損益および経常損益並びに親会社
株主に帰属する当期純損益の黒字化を目指してまいります。また、人件費において、平均4.8％程度のベース
アップや賞与の増額を決定し、生活支援や人材確保・定着やモチベーション向上を図ってまいります。

当社グループは、今後も体外診断用医薬品（原料含む）開発を強化するとともに、当社独自の製品群を
全世界に知っていただき、企業価値の向上、利益の安定創出を目指してまいります。

ステークホルダーの皆様には、今後ともより一層のご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

ご あ い さ つ

1. 第41期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）
事業報告、連結計算書類の内容並びに会計監査人及
び監査役会の連結計算書類監査結果報告の件

 本件は、上記の内容を報告いたしました。

2. 第41期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）
計算書類報告の件

 本件は、上記の内容を報告いたしました。

 報 告 事 項  決 議 事 項

原案のとおり、清藤勉、中川正人、前田雅弘、小野寺昭子、福永健司、小嶋一慶の
各氏が選任され就任いたしました。

第２号議案 ▶ 取締役６名選任の件

原案のとおり、承認可決されました。

第１号議案 ▶  資本金及び資本準備金の額の減少並びに
剰余金処分の件

2023年6月29日開催の第41期定時株主総会において、下記のとおり報告並びに決議されましたので、ご通知申し上げます。

第41期 定時株主総会の決議ご通知

代表取締役社長
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経 営 成 績 の 概 況

最終利益の黒字化を目指す。連 結 財 務 諸 表（ 要 旨 ）

〈連結損益計算書〉

科　目
前期

自2021年４月１日
至2022年３月31日

当期
自2022年４月１日
至2023年３月31日

売上高 647,576 794,621

営業利益又は営業損失（△） △122,219 58,373

経常損失（△） △243,472 △149,503

親会社株主に帰属する当期純損失（△） △258,767 △289,731

(単位：千円)

〈連結キャッシュ・フロー計算書〉

科　目
前期

自2021年４月１日
至2022年３月31日

当期
自2022年４月１日
至2023年３月31日

営業活動によるキャッシュ・フロー △93,204 26,458

投資活動によるキャッシュ・フロー △155,629 30,036

財務活動によるキャッシュ・フロー 143,998 991

現金及び現金同等物の期末残高 449,184 561,997

(単位：千円)

〈連結貸借対照表〉
科　目 前期末

2022年３月31日
当期末

2023年３月31日

資産の部

　流動資産 1,129,786 1,165,293

　固定資産 575,552 269,044

　　有形固定資産 120,081 119,277

　　投資その他の資産 455,471 149,766

資産合計 1,705,338 1,434,337

負債の部

　流動負債 228,083 252,005

　固定負債 108,907 103,715

　負債合計 336,990 355,720

純資産の部

　株主資本 1,368,348 1,078,616

　純資産合計 1,368,348 1,078,616

負債純資産合計 1,705,338 1,434,337

自己資本比率 80.2％ 75.2％

(単位：千円)

Ⅰ　 簡便性・迅速性に優れたイムノクロマト法による難聴・めまいの原因を生化学的に診断できるバイオ
マーカーCTP(cochlintomo-protein)の測定試薬の開発を行っております。

Ⅱ　 血清中グルカゴン値を測定する体外診断用医薬品として、2024年３月期の承認申請に向けて研究開
発を行っております。

Ⅲ　 筋ジストロフィー患者の尿中に存在するタイチンというタンパク質に対する「神経筋疾患」の体外診
断用医薬品として、2025年３月期の承認申請に向けて研究開発を行っております。

Ⅳ　 簡便な血液検査で赤痢アメーバ感染の有無をチェックできる体外診断用医薬品の開発を行っており
ます。なお、2024年3月期第1四半期に体外診断用医薬品製造販売承認申請を予定しております。

（新製品販売）
当社は、遺伝子組換えカイコの生産系により代表的な細胞外マトリックスタンパク質の一つである組換
えヒトフィブロネクチン（Fibronectin Neosilk®）の生産に成功し、間葉系幹細胞などの培養細胞の足
場材として、2023年3月13日より販売を開始しました。

ヒトや動物の血液が
原料であるため、

病原体混入のリスクとなることが課題

ヒト感染性の病原体を持たない
カイコを用い、組換え型の
血漿フィブロネクチンと

細胞性フィブロネクチンの
生産技術を開発し、間葉系幹細胞の

足場材、および増殖活性などを確認した

セグメント

売上高 営業損益

金額
(千円)

前年同期比
金額

(千円)

前年同期比
増減額

（千円）
増減率
（％）

増減額
（千円）

増減率
（％）

抗体関連事業 790,600 156,376 +24.7 152,132 +167,090 −
診断試薬サービス 678,780 174,966 +34.7 216,190 +157,741 +269.9
検査サービス 64,265 △21,818 △25.3 △3,497 +5,210 −
TGカイコサービス 47,554 3,228 +7.3 △60,560 +4,138 −

遺伝子組換えカイコ開発事業 − − − △80,414 +14,841 −
化粧品関連事業 4,021 △9,331 △69.9 △13,344 △779 −

※遺伝子組換えカイコ開発事業は、研究開発のコスト管理を行っている事業のため、売上高はありません。

戦略① 海外販売の強化

戦略② 体外診断用医薬品（原料を含む）の開発の強化

戦略④ 遺伝子組換えカイコサービスの拡充

当社とシスメックス株式会社は、両社の診断薬開発技術の相互利用を進めることで、
より独創的で高品質な製品を開発し全世界に向けて提供することを目指しております。
本業務提携によりIBLは、自社の特長ある抗体ライブラリをシスメックス株式会社の
HISCLをはじめとする測定プラットフォーム向けに最適化し、診断薬原材料として供給
することが可能になります。またIBLの強みである抗体開発技術を活かしてグローバル
市場の様々な診断ニーズに対応した抗体を開発し、シスメックス株式会社への供給を
通じて診断薬市場向け事業を拡大します。
※「HISCL」はシスメックス株式会社の商標です。

戦略③ 業務提携先との協業強化
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経 営 成 績 の 概 況

最終利益の黒字化を目指す。連 結 財 務 諸 表（ 要 旨 ）

〈連結損益計算書〉

科　目
前期

自2021年４月１日
至2022年３月31日

当期
自2022年４月１日
至2023年３月31日

売上高 647,576 794,621

営業利益又は営業損失（△） △122,219 58,373

経常損失（△） △243,472 △149,503

親会社株主に帰属する当期純損失（△） △258,767 △289,731

(単位：千円)

〈連結キャッシュ・フロー計算書〉

科　目
前期

自2021年４月１日
至2022年３月31日

当期
自2022年４月１日
至2023年３月31日

営業活動によるキャッシュ・フロー △93,204 26,458

投資活動によるキャッシュ・フロー △155,629 30,036

財務活動によるキャッシュ・フロー 143,998 991

現金及び現金同等物の期末残高 449,184 561,997

(単位：千円)

〈連結貸借対照表〉
科　目 前期末

2022年３月31日
当期末

2023年３月31日

資産の部

　流動資産 1,129,786 1,165,293

　固定資産 575,552 269,044

　　有形固定資産 120,081 119,277

　　投資その他の資産 455,471 149,766

資産合計 1,705,338 1,434,337

負債の部

　流動負債 228,083 252,005

　固定負債 108,907 103,715

　負債合計 336,990 355,720

純資産の部

　株主資本 1,368,348 1,078,616

　純資産合計 1,368,348 1,078,616

負債純資産合計 1,705,338 1,434,337

自己資本比率 80.2％ 75.2％

(単位：千円)

Ⅰ　 簡便性・迅速性に優れたイムノクロマト法による難聴・めまいの原因を生化学的に診断できるバイオ
マーカーCTP(cochlintomo-protein)の測定試薬の開発を行っております。

Ⅱ　 血清中グルカゴン値を測定する体外診断用医薬品として、2024年３月期の承認申請に向けて研究開
発を行っております。

Ⅲ　 筋ジストロフィー患者の尿中に存在するタイチンというタンパク質に対する「神経筋疾患」の体外診
断用医薬品として、2025年３月期の承認申請に向けて研究開発を行っております。

Ⅳ　 簡便な血液検査で赤痢アメーバ感染の有無をチェックできる体外診断用医薬品の開発を行っており
ます。なお、2024年3月期第1四半期に体外診断用医薬品製造販売承認申請を予定しております。

（新製品販売）
当社は、遺伝子組換えカイコの生産系により代表的な細胞外マトリックスタンパク質の一つである組換
えヒトフィブロネクチン（Fibronectin Neosilk®）の生産に成功し、間葉系幹細胞などの培養細胞の足
場材として、2023年3月13日より販売を開始しました。

ヒトや動物の血液が
原料であるため、

病原体混入のリスクとなることが課題

ヒト感染性の病原体を持たない
カイコを用い、組換え型の
血漿フィブロネクチンと

細胞性フィブロネクチンの
生産技術を開発し、間葉系幹細胞の

足場材、および増殖活性などを確認した

セグメント

売上高 営業損益

金額
(千円)

前年同期比
金額

(千円)

前年同期比
増減額

（千円）
増減率
（％）

増減額
（千円）

増減率
（％）

抗体関連事業 790,600 156,376 +24.7 152,132 +167,090 −
診断試薬サービス 678,780 174,966 +34.7 216,190 +157,741 +269.9
検査サービス 64,265 △21,818 △25.3 △3,497 +5,210 −
TGカイコサービス 47,554 3,228 +7.3 △60,560 +4,138 −

遺伝子組換えカイコ開発事業 − − − △80,414 +14,841 −
化粧品関連事業 4,021 △9,331 △69.9 △13,344 △779 −

※遺伝子組換えカイコ開発事業は、研究開発のコスト管理を行っている事業のため、売上高はありません。

戦略① 海外販売の強化

戦略② 体外診断用医薬品（原料を含む）の開発の強化

戦略④ 遺伝子組換えカイコサービスの拡充

当社とシスメックス株式会社は、両社の診断薬開発技術の相互利用を進めることで、
より独創的で高品質な製品を開発し全世界に向けて提供することを目指しております。
本業務提携によりIBLは、自社の特長ある抗体ライブラリをシスメックス株式会社の
HISCLをはじめとする測定プラットフォーム向けに最適化し、診断薬原材料として供給
することが可能になります。またIBLの強みである抗体開発技術を活かしてグローバル
市場の様々な診断ニーズに対応した抗体を開発し、シスメックス株式会社への供給を
通じて診断薬市場向け事業を拡大します。
※「HISCL」はシスメックス株式会社の商標です。

戦略③ 業務提携先との協業強化
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第 4 1 期
報 告 書
2022年4月 1  日

▼
2023年3月31日REPORT

株式会社免疫生物研究所
Immuno-Biological Laboratories Co., Ltd.

証券コード　4570
見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。
森林に配慮して適切に管理された森林認証紙を使用し、環境に優しい植物油
インキで印刷しています。

〒375–0005　群馬県藤岡市中字東田1091番地1　
TEL: 0274–22–2889（代表） 　https://www.ibl-japan.co.jp

株式会社免疫生物研究所
Immuno-Biological Laboratories Co., Ltd.

証 券 コ ー ド 4570

単 元 株 式 数 100株

事 業 年 度 4月1日～翌年3月31日

定 時 株 主 総 会 毎年6月

基 準 日 定時株主総会　毎年３月31日

配 当 の 基 準 日 期末配当/３月31日　中間配当/９月30日

株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
東京都府中市日鋼町1−1　
電話0120−232−711(通話料無料)
郵送先　〒137−8081 
　　　　新東京郵便局私書箱第29号
　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社 
　　　　証券代行部

公 告 掲 載 方 法

電子公告により行います。ただし、や
むを得ない事由により、電子公告によ
ることができない場合は、日本経済新
聞に掲載する方法により行います。
公告掲載URL

（https://www.ibl-japan.co.jp）

株 主 メ モ

子会社
株式会社ネオシルク化粧品
　群馬県藤岡市（本社）

株式会社AI Bio
　群馬県藤岡市（本社）

主要な事業所
本 社 ・
研 究 所 群馬県藤岡市中字東田1091番地１

三笠研究所 北海道三笠市

前橋研究所 群馬県前橋市

秋田解析センター 秋田県秋田市

監査役
常勤監査役 岡住　貞宏
監 査 役 田山　毅
監 査 役 吉田　信昭

（注）1. 取締役福永健司及び小嶋一慶の両
氏は、社外取締役であります。

　　2. 監査役岡住貞宏、田山毅及び吉田
信昭の各氏は、社外監査役であり
ます。

会社概要 （2023年3月31日現在）

商 号 株式会社免疫生物研究所
Immuno-Biological Laboratories Co.,Ltd.

設 立 1982年９月９日

資 本 金 3,029,041千円

従 業 員 数 59名

役　員 （2023年6月29日現在）

取締役
代表取締役社長 清藤　勉
常務取締役 中川　正人
取 締 役 前田　雅弘
取 締 役 小野寺昭子

取 締 役 福永　健司
取 締 役 小嶋　一慶

会 社 の 概 況

株 主 の 皆 様 へ

ステークホルダーの皆様におかれましては、平素より格別のご
高配を賜り、厚くお礼申し上げます。

2023年3月期における我が国経済は、新型コロナウイルス感
染症拡大における第７波・第８波を経ながらもマスク制限の緩和、
感染症法上の位置付けを季節性インフルエンザと同じ「５類」に
引き下げる決定をし、人流は回復傾向にあり、景気は緩やかな持
ち直しの動きがみられました。しかしながら、世界情勢の不安定
化や金融引き締め等により、原材料・エネルギー価格の高騰、世界
的なサプライチェーンの混乱による部品・半導体不足に加え、各
国の高インフレ対策による景気減速の懸念もあり、依然として先
行き不透明な状況が続いております。

こうした状況のもと、当社グループの2023年3月期の連結業績
につきましては、eマーケティング(SNS等)を活用した海外戦略
の成果が出始めたことや国内外において、アルツハイマー関連抗

体のまとまった売上を計上したこと、さらに受託サービスや動物用体外診断用医薬品についても、順調に
推移し、売上高は、前年に比べ22.7％増加することができました。また、営業利益につきましては、利益率
の高い自社製品の売上高が大幅に増加したことや、コロナ禍における事業活動の最適化を図り、目標とし
ていた営業利益の黒字を達成することができました。一方、経常損益および親会社株主に帰属する当期純
損益につきましては、関係会社に関わる損失計上により、損失となりました。なお、当期における関係会社
等の損失計上により、来期以降の経常損益および親会社株主に帰属する当期純損益に与える関係会社の
影響は、軽微となります。

当社グループの2024年３月期の連結業績につきましては、アルツハイマー関連を中心とする診断・試薬
製品の安定供給を行うとともに、海外販売力の強化戦略を推進し、営業損益および経常損益並びに親会社
株主に帰属する当期純損益の黒字化を目指してまいります。また、人件費において、平均4.8％程度のベース
アップや賞与の増額を決定し、生活支援や人材確保・定着やモチベーション向上を図ってまいります。

当社グループは、今後も体外診断用医薬品（原料含む）開発を強化するとともに、当社独自の製品群を
全世界に知っていただき、企業価値の向上、利益の安定創出を目指してまいります。

ステークホルダーの皆様には、今後ともより一層のご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

ご あ い さ つ

1. 第41期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）
事業報告、連結計算書類の内容並びに会計監査人及
び監査役会の連結計算書類監査結果報告の件

 本件は、上記の内容を報告いたしました。

2. 第41期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）
計算書類報告の件

 本件は、上記の内容を報告いたしました。

 報 告 事 項  決 議 事 項

原案のとおり、清藤勉、中川正人、前田雅弘、小野寺昭子、福永健司、小嶋一慶の
各氏が選任され就任いたしました。

第２号議案 ▶ 取締役６名選任の件

原案のとおり、承認可決されました。

第１号議案 ▶  資本金及び資本準備金の額の減少並びに
剰余金処分の件

2023年6月29日開催の第41期定時株主総会において、下記のとおり報告並びに決議されましたので、ご通知申し上げます。

第41期 定時株主総会の決議ご通知

代表取締役社長
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